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　１月５日（土）村民書き初め大会でのひとこま。
初めての書き初めということで、一筆一筆熱心に指
導するおばあちゃんと、ニコニコのんびり、自由に
筆を動かすお孫さんの姿が印象的でした。

新年の伝統行事に触れる
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12
      20／ 楽しみながらおやつの役割を学ぶ

すくすくよもぎっ子教室クリスマス会

▲サンタさんから恐る恐るプレゼントを受け取る子どもたち

　すくすくよもぎっ子教室と子育てサポーター共
催のクリスマス会が村ふるさと総合センターで開
かれ、約 10組の親子が参加しました。
　参加した保護者たちは講師の今郁子先生の指導
のもとクリスマスにちなんだおやつを手作りし、
子どもの栄養面、精神面、しつけなどの上で大切
なおやつの役割について学んでいました。
　その後の会食では鈴の音とともにサンタクロー
スが登場し、子どもたちは驚いた様子でプレゼン
トを受け取っていました。
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       5 ／ 村民書き初め大会

▲一筆一筆丁寧に筆を運ぶ子どもたち

　新年の日本の伝統行事に触れてもらおうと、毎
年恒例となっている村民書き初め大会が村ふるさ
と総合センターで開催され、幼児から一般までの
約 30名が参加しました。
　参加した子どもたちは、慣れない毛筆や条幅大
の紙に苦戦しながらも力強く筆を運び、時間いっ
ぱいかけて学年ごとに決められた課題を書き上げ
ていました。
　参加者たちの作品は村ふるさと総合センターに
展示されています。是非ご覧下さい。 ▲一筆一筆丁寧に筆を運ぶ子どもたち

新年の伝統行事に触れる
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       9／ 村民スキー教室

▲講師の滑り方を真剣な眼差しで見つめる子どもたち

　１月９日（水）から 11日（金）までの３日間に
わたり、モヤヒルズとナクア白神スキーリゾート
で村民スキー教室が開催され、約 30名の子どもた
ちと保護者が参加しました。
　期間中は天候にも恵まれ、参加者たちはそれぞ
れのグループで基礎から応用までを学びました。
はじめは緊張しながら滑っていた子どもたちも、
講師の蓬田スキークラブの方々の指導のもと段々
と上達し、次第にリラックスした様子でスキーを
楽しんでいました。

ウィンタースポーツを堪能！

村の出来事
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 1
     10／ 長科地区権現様保存会が

寄付金を贈呈

▼ 権現様保存会の下山会長から寄付金を受け取る田中会長

　長科地区権現様保存会が、地域住民の福祉の向
上のために役立ててほしいと、権現様の地区内お
祓いによる収益の一部を社協へ寄付しました。
　社協の田中武会長は「善意を無駄にしないよう、
住民のために大切に使わせていただく」とお礼を
述べました。

12
      18／

村社会福祉協議会へのあたたかい善意に感謝

青森県中部地区郵便局長会が
タオルを寄贈

▲タオル 300 本を受け取る田中会長

　青森県中部地区郵便局長会の代表が村社会福祉
協議会の事務所を訪れ、タオル 300 本を寄贈しま
した。
　郵便局長会代表は「蓬田村民の皆さんに郵便局
の業務を理解していただくと共に、今後も村民の
皆さんとますます交流を深めていきたい」とのこ
とでした。社協では、寄贈されたタオルを福祉団
体や芸能発表会などで利用していくことにしてい
ます。

  1
      18／ 生活習慣病予防教室

　メタボや生活習慣病を予防し、毎日を健康であ
り続けることを目的に、村ふるさと総合センター
で生活習慣病予防教室が開かれ、約 20名が参加し
ました。
　参加者たちは、講師の指導のもと「とっておき
減塩ランチ」を作ったり、メモをとりながら健康
講話を熱心に聞いたりと、高血圧対策について学
びました。塩麹を使って作ったお肉料理は「少な
い塩分なのに味がしっかり付いていて、お肉もや
わらかい！」と大好評でした。

健康レストランで脱メタボ

▲しっかり計量しながら味付けをする参加者たち

▽村内の行事や地域の話題を紹介します。
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役場からのお知らせ
　  ▼ 問い合わせ　☎ 27-2111

子どものおさがり
交換しませんか？

◎子育てサポーターよりお知らせです

　子育てサークルでは、「状態の良い子ども服、育
児用品、防寒具、通園グッズなど」を持ち寄って、
おさがり交換会を予定しています。
　提供できる方、おさがりがほしい方、興味のある
方のご参加をお待ちしています。

　   子育てサークル
■毎週木曜日午前 10 時から
■村ふるさと総合センターにて

国民年金後納保険料納付書の使用期限にご注意！
◎住民課よりお知らせです

　過去 10年間に納め忘れた国民年金保険料につい
ては、平成 24 年 10 月から後納制度を利用して納
付することが可能となりましたが、後納制度の申
込みをされ、平成 15年４月分以降（平成 14年 10
月から平成 15 年３月までの保険料は、平成 25 年
４月以降は納付できません。）の後納保険料のお支
払いが済んでいない方は、お手元の納付書の納付期
限が平成 25 年３月 31 日になっていますので、ご
注意ください。
　なお、平成 15 年４月以降の後納保険料を平成
25年４月１日以降に納付される場合は、使用期限

が平成 26年３月末までの納付書が必要となります
ので、下記までお問い合わせください。
注：①後納保険料の使用期限は当時の保険料から、
　　10年目の月の末日です。使用期限を経過する
　　と納付できません。
　　②保険料の加算額は年度（４月１日から３月
　　31日まで）により定められます。前年度に発
　　行された納付書は使用できません。

▼問い合わせ　国民年金保険料専用ダイヤル
☎ 0570-011-050　または
青森年金事務所　☎ 017-734-7499

蓬田村総合型スポーツクラブ
フットサル教室に参加しませんか？

◎教育委員会よりお知らせです

　毎月 1回、フットサル教室を開催しています。
小学生を中心に約 30名の参加者が集う人気の教室
です。運動不足になりがちな冬、みなさんお誘い合
わせの上、ぜひ一度参加してみませんか？

▼日程などの詳細につい
　ては、教育委員会まで
　☎ 31-3111

一人で悩まないで
ご相談ください

◎健康福祉課よりお知らせです

　ストレスの多い毎日の中で「心の病気」は誰にで
も起こりうることです。心の不調が続く場合には一
人で悩まず、直接精神科医師に話してみませんか？

▼申し込み・問い合わせ
２月 12日（火）までに健康福祉課保健師まで

医師による心の健康相談
■２月 19 日（火）午後２時～午後３時 30 分
■村ふるさと総合センターにて
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人
間
に
は
体
内
に
侵
入
し
て
き
た
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
病
原
体
を
追
い

出
す
「
免
疫
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
免
疫
が
過
剰
に
働
い
て
し
ま
う

と
、
本
来
は
無
害
の
も
の
で
あ
る
食
べ

物
、
ダ
ニ
、
花
粉
、
ほ
こ
り
、
金
属
、

ハ
チ
刺
さ
れ
な
ど
に
も
反
応
を
お
こ

し
、
様
々
な
部
分
に
炎
症
を
お
こ
し
ま

す
。
こ
れ
が
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
す
。

反
応
の
程
度
は
人
に
よ
り
異
な
り
、
そ

の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
何
に
よ
っ
て
起
こ

り
、
体
の
ど
の
部
分
に
症
状
が
出
る
か

で
病
名
が
変
わ
り
ま
す
。

　

次
の
様
な
症
状
に
心
当
た
り
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

◆
皮
膚
：
湿
疹
、
じ
ん
ま
し
ん
、
ア
ト

　

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど

◆
口
：
口
の
中
や
口
の
ま
わ
り
の
湿
疹

　

唇
・
舌
・
の
ど
の
腫
れ
・
発
赤
、
の

　

ど
の
か
ゆ
み
・
イ
ガ
イ
ガ
感
な
ど

◆
鼻
：
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
鼻
の
か
ゆ

　

み
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
花
粉
症

　

な
ど

◆
気
道
：
咳
、
気
管
支
喘
息
（
ゼ
イ
ゼ

　

イ
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、

　

の
ど
の
違
和
感
）、
息
苦
し
さ
、
呼

　

吸
が
早
く
な
る
な
ど

◆
目
：
目
の
か
ゆ
み
、
充
血
、
目
や
に
、

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
涙
、
ま
ぶ

　

た
の
腫
れ
な
ど

◆
胃
腸
：
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹

　

痛
な
ど

◆
全
身
：
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

　
（
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
、

　

じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
皮
膚
症
状
、
腹

　

痛
や
嘔
吐
な
ど
の
消
化
器
症
状
、
呼

　

吸
困
難
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
複
数

　

同
時
に
急
激
に
お
こ
る
場
合
で
、
直

　

ち
に
対
処
し
な
い
と
命
に
か
か
わ
る

　

重
篤
な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
）

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
は
全
身
疾
患
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
子
ど
も
の
場
合

は
ど
れ
か
一
つ
だ
け
発
症
す
る
こ
と
は

少
な
く
、
鼻
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
結
膜
炎
、

気
管
支
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な

ど
を
、
あ
わ
せ
も
つ
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

遺
伝
的
に
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す

い
素
因
の
あ
る
人
が
年
齢
を
経
る
ご
と

に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
が
変
化
し
、
次

か
ら
次
へ
と
発
症
し
て
い
く
様
子
を
表

す
言
葉
で
す
。

　

今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
も
の
に
対
し

て
、大
人
に
な
っ
て
、突
然
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
の
診
断
は
難
し

く
、
素
人
が
勝
手
に
判
断
し
た
り
、
治

療
で
き
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
も

し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
は
長
期

に
わ
た
る
治
療
と
の
お
つ
き
あ
い
に
な

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
信
頼
で
き

る
医
師
の
も
と
で
、
薬
の
使
い
方
や
生

活
上
の
注
意
点
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
病

気
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

4

ここんにちは！保健師ですす

★
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ
と
は
…

ア
レ
ル
ギ
ー
は

体
を
守
る
仕
組
み
が

過
敏
に
働
く
こ
と
で

お
こ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
の

症
状
い
ろ
い
ろ

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

大
人
の
ア
レ
ル
ギ
ー

Ａ子さんのアレルギー体験談
　　　　　　　（アレルギーマーチの一例）

　離乳食が始まる頃から、卵や乳製品などを食べた

後は顔や体にじんましん様の紅斑が出ては、数時間

で消えていました。次の日以降にかゆい湿疹がでることもありました。

かかりつけの小児科では、アレルギーの検査をして、離乳食の進め方や、

軟膏の塗り方などを教えてもらい、通っていた保育園の先生にも協力し

てもらいました。食物アレルギーやアトピー性皮膚炎をくり返しながら

も、３歳をすぎる頃には症状が軽くなって安心していましたが、今度は

「ゼーゼー、ヒューヒュー」という苦しい呼吸の喘息が始まりました。

　水泳で全身を鍛えると、喘息発作の時の呼吸の練習にも良いと知り、

スイミングスクールに通い、喘息のコントロールをしながら小学校生活

を過ごしました。中学校では部活もがんばり、卒業する頃には、ほとん

ど喘息の症状がなくなりました。高校生になると、アレルギー性鼻炎や

結膜炎のような症状が出てきました。

　そういえば、母も子どもの頃、喘息だったと聞きました。大人になっ

てからは、毎年の花粉症と付き合っています。

こわくない！きちんと知ろう、
アレルギーのいろいろ

２
月

アレルギーの日

20
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司
法
書
士
事
務
所　

※
ご
相
談
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

さ
せ
て
頂
く
た
め
に
、
事
前
に

各
司
法
書
士
事
務
所
へ
ご
相
談

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
費
用　

初
回
相
談
無
料

（
２
回
目
以
降
や
具
体
的
な
手

続
き
は
有
料
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
８
３
９
８

　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問

題
・
家
族
間
の
問
題
な
ど
法

律
の
関
係
す
る
お
悩
み
を
抱
え

た
女
性
の
た
め
に
、
女
性
司
法

書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
法
律
家
に
相
談
し
に
く

か
っ
た
皆
様
、
女
性
な
ら
聞
い

て
も
ら
え
る
、話
せ
る
、と
思
っ

て
お
ら
れ
る
皆
様
、
是
非
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
で
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

予
約
は
不
要
で
す
。

「
河
川
内
の
雑
木
を
伐
採
し
、

河
川
環
境
を
美
化
し
た
い
」、

「
伐
採
し
た
雑
木
を
利
用
し
た

い
」
な
ど
、
ご
自
身
で
河
川
内

の
雑
木
伐
採
を
行
い
た
い
方
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課

企
画
防
災
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
６
６
２

東
青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

河
川
砂
防
施
設
課

☎
０
１
７
‐
７
２
８
‐
０
２
６
０

　

青
森
県
司
法
書
士
会
で
は
、

毎
年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容　

相
続
登
記

■
相
談
期
間　

２
月
１
日（
金
）

か
ら
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
相
談
場
所　

青
森
県
内
の
各

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

■
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

■
利
率　

年
２
・
４
５
％

（
母
子
家
庭
の
場
合
は
年
２
・

０
５
％
）（
固
定
金
利
、
平
成

25
年
１
月
７
日
現
在
）

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子

家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

■
使
い
道　

入
学
金
、授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
家
賃
な
ど

■
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
必
要
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
で

す
。
住
民
税
に
関
し
て
詳
し
い

こ
と
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
は
、
平
成
25
年
２

月
１
日
（
金
）
か
ら
平
成
25
年

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
土
、
日

を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す
が
、
２
月
24
日
と

３
月
３
日
に
限
り
日
曜
日
も
実

施
し
ま
す
。※
申
告
書
の
作
成
・

提
出
は
、
便
利
な
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
税
務
署

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
４
２
４
１

　

河
川
内
の
雑
木
を
譲
り
受
け

た
い
方
、
自
ら
伐
採
し
利
用
し

た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
河
川
管
理
上
支
障

と
な
る
河
川
内
の
雑
木
を
伐
採

し
、
河
川
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。「
県
で
伐
採
し
た
雑
木
を

譲
り
受
け
た
い
」
方
に
は
提
供

し
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
住
ま
い
の
周

辺
な
ど
で
、
河
川
内
の
雑
木
が

繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ご
存
知
で
す
か
？

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

 
お
知
ら
せ

女
性
の
た
め
の
女
性

司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会

お知らせ

相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談
会

開
催
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告

は
お
早
め
に
！

河
川
内
の
雑
木
を
譲

り
受
け
た
い
方
へ

5
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☎
０
１
７
‐
７
７
４
‐
１
１
７
９

■
種
目　

幹
部
候
補
生（
一
般
、

技
術
、
薬
剤
科
、
医
師
・
歯
科

幹
部
（
医
師
・
歯
科
医
師
））

■
概
要　

○
幹
部
候
補
生
（
一

般
、
技
術
）
↓
部
隊
の
指
揮
官

と
な
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成

○
幹
部
候
補
生
（
薬
剤
科
）

↓
免
許
取
得
（
見
込
み
）
者
を

採
用

○
医
科
・
歯
科
幹
部
↓
免
許
取

得
者
を
幹
部
採
用

■
応
募
資
格
（
男
女
）
※
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

青
森
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
８
３
９
８

　

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
法
人
で

は
、
県
内
に
お
け
る
個
人
、
団

体
、
N
P
O
法
人
、
企
業
な
ど

が
地
域
の
発
展
、
地
域
貢
献
に

資
す
る
た
め
に
地
域
資
源
を
活

Information

用
・
創
造
す
る
活
動
や
、
健
康

増
進
、
医
療
、
福
祉
、
環
境
に

関
連
す
る
活
動
に
対
し
、
必
要

な
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間　

４
月
１
日（
月
）

か
ら
６
月
30
日
（
日
）
ま
で

■
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
ichinoku-

furusato.or.jp

）
か
ら
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
財
団
事
務
局
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金　

必
要
費
用
以
内

で
、
１
０
０
万
円
を
限
度

▼
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法

人
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献

基
金　

事
務
局

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
、技
術
）

↓
22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
大
学

院
修
士
課
程
修
了
（
見
込
み
）

者
は
28
歳
未
満
）

○
幹
部
候
補
生
（
歯
科
、
薬
剤

科
）
↓
専
門
の
大
卒
30
歳
未
満

（
薬
剤
科
は
26
歳
未
満
、
薬
学

修
士
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

○
医
科
・
歯
科
幹
部
↓
医
師
免

許
取
得
者

■
受
付
期
間

２
月
上
旬
か
ら
４
月
下
旬
ま
で

■
試
験
期
日　

５
月
中
旬

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
青

森
募
集
案
内
所

☎
０
１
７
‐
７
８
３
‐
２
９
９
５

６

自
衛
官
募
集

「
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ

と
貢
献
基
金
」

助
成
事
業
募
集

▽村からのお知らせのほか、県や国、各団体からの情報を紹介しています。

募
集
し
ま
す

■
日
時　

３
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り　

２
階
大
研
修
室
１

☎
０
１
７
‐
７
３
２
‐
１
０
１
０

■
主
催　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的

な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合

に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
相
談
員
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
右
記

日
時
以
外
で
も
青
森
県
司
法

書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
‐
９
４
０
‐

２
３
０
）へ
ご
連
絡
頂
け
る
と
、

相
談
の
ご
案
内
や
ご
相
談
内
容

に
応
じ
た
お
近
く
の
司
法
書
士

メリッサの
英会話教室

　毎月第３水曜日、メリッサ先

生による英会話教室を開催して

います。子どもも大人も一緒に

英会話を楽しみましょう！

　　   次回は 2 月 20 日（水）
　　　        午後６時 30 分から
　　　　      　　７時 30 分まで

　　　　　　　   ふるさと総合
　　　　　　       センターにて

　　　　　　　   ▼問い合わせは
　　　　　　　   教育委員会まで
　　　　　　　   ☎ 31‐3111

Let's enjoy English ♪

青森県交通対策協議会よりお知らせです

平成 24 年中の
交通事故発生状況を
お知らせします

県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう

交通事故発生状況

交通死亡事故の特徴

１、高齢死者の増加
　　（30人　前年比　＋ 6人）全死
　　者の過半数（50.8％）を占める。
２、横断中の事故死者の増加
　　（17人　前年比　＋ 7人）
３、飲酒（酒気帯び含む）による事
　　故死者の減少
　　（2人　前年比　－ 5人）
４、若年者第一当事者の交通死亡事
　　故の件数及び構成率が記録の残
　　る昭和 48年以降最小
　　（3件　構成率　5.1％）
５、高齢ドライバーによる交通死亡
　　事故が増加
　　（12人　前年比　＋ 4人）

数 前年比
発生件数 5,221 件 － 246 人
死者数      59 人 ＋ 5 人
負傷者数 6,460 人 － 330 人



広報よもぎた

広
報
　よ
も
ぎ
た
　
2013　

Feb　
№
478

平
成

25
年

2
月

発
行

　
編

集
発

行
　

蓬
田

村
総

務
課

　
企

画
財

政
班

　
TEL 0174-27-2111　

FAX 0174-27-3255
〒

030-1211　
青

森
県

東
津

軽
郡

蓬
田

村
大

字
蓬

田
字

汐
越

1
番

地
3　

　
蓬

田
村

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.yom
ogita.lg.jp

７

✂切り取り

よもぎ温泉

入浴ご優待券
（１枚で５名様限り有効）

大人入浴料　50 円引 （350円→300円）
有効期限：平成 25年２月 28日
☎ 0174‐27‐2170
定休日：火曜日（火曜祝日の場合は翌日）

　直売所などへの物産品販売や、
個人で使用する広告などに、ヨ
モット君のマークを使用しませ
んか？役場では無料でデジタル
データを配布しています。興味の
ある方は、データを入れるものを
ご持参の上、ご来庁ください。

▼ 問い合わせ　役場　総務課　
　広報担当まで　☎ 27‐2111

ぼくの
マークを
使いませんか？

戸 籍 の 窓 口

区分 人口 前月比
総人口 3,172 　－ 9
男 1,523 　－ 3
女 1,649 　－ 6
世帯数 1,155 　－ 4

　　　　　【 12 月受付分】（敬称略）

　　■お誕生おめでとうございます

　 　藤本　聖
せ な

菜   （　　　　（長　　科）
                  　　      女の子

　 　諏訪　晴
はるき

己　（　　　　（瀬 辺 地）
                  　　      男の子

　　■ご冥福をお祈りします
　　 松本　昭夫　83歳      （長 科）

　　 木村　フサ　94歳      （蓬 田）

　　 山本　とみ　94歳      （蓬　　田）

　　 山本　学　　55歳      （郷 沢）

　　 山舘　トモ　86歳      （瀬 辺 地）

　　 川﨑　きわ　96歳      （広　　瀬）

　　■蓬田村の人口（12月 31 日現在）

一郎
由紀子

貴志
淳子

地区名 会場 受付月日 受付時間
中沢 中沢公民館 ２月４日（月） 午前９時～午後２時

長科 長科旧公民館 ２月５日（火） 午前９時～午後２時

阿弥陀川 役場２階 ２月 13 日（水） 午前９時～午後４時

蓬田 ･ 宮本 役場２階 ２月 14 日（木） 午前９時～午後４時

郷沢 郷沢自治会館 ２月８日（金） 午後１時～午後３時

瀬辺地 瀬辺地
民生会館 ２月６日（水） 午前９時～午後２時

広瀬 文化伝承館 ２月７日（木） 午前９時～午後２時

高根 高根公民館 ２月８日（金） 午前９時～午前 11 時

  持参するもの
□　印鑑

□　医療費の領収書（合計額を出しておいてください）

□　生命保険料払込証明書など

□　源泉徴収票（給与・年金収入のある方）

□　身体障害者手帳

□　戸別所得補償交付金計算書など

□　ライスセンターを使用している人は精算書
　　（12 月 15 日振込最終通知書）

□　その他申告に必要な資料
　　（機械の修理代や、人件費の内訳など）

□　生命保険会社などから年金を受給している方は明細書

税の申告が
はじまります！

◎税務課よりお知らせです

▼問い合わせは税務課まで
　☎ 27-2111

　平成 25年度住民税の申告受付を下記のとおり実施します。
　また、確定申告受付は２月 15日（金）から３月 15日（金）まで、
役場２階会議室で実施します。必要な書類をそろえ、期限内に申
告しましょう。
■国民健康保険加入者の方で国保税の軽減の対象になる場合でも
　申告しないと軽減対象となりません。必ず申告してください。
■農業分の申告がある方は、参考資料として農業収支を確認でき
　る通帳をご持参ください。
■事業を行っている場合は、事業に関する日々の取引を正確に記
　帳するとともに帳簿や領収書などの書類を保存してください。
　なお、平成 26年１月からは、各種事業（農業・漁業など）を
　営む全ての方に記帳と帳簿書類の保存が必要となりますので、
　準備をお願いします。


